
令和 3年度（2年度実施分）事務事業目的評価表
様式1-1 記入日 令和03年12月08日

１
事
務
事
業
の
現
状
　
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
及
び
Ｄ
Ｏ

事務事業名 No. 232 産業フェスタみよし実行委員会補助事業
政策 魅力と活力があふれるまち

この事務事業
施策 地域の農業を守り、次代につなげよう

の位置
基本事業 地産地消

主管課名 産業課 課長名 光岡　公利
この事務事業の開始時期 昭和５０年代 事務区分 □法定受託事務 ■自治事務
この事務事業の根拠法令 産業フェスタみよし実行委員会規約

事業の概要 現在の状況とこの事務事業を行う根拠または理由

・市民に対する市内産業の周知事業の一環として、農 （現在の状況）
工商業者が一堂に会し地場産物の販売やイベントを実 ・令和元年度参加団体：１１３団体
施する。併せて、広く市民に友好提携市町の産業を知 ・令和元年度来場者数：約３９，０００人
っていただく機会として、提携市町の物産展を開催す ・令和２年度　中止 
る。その実施主体である実行委員会に対し、開催経費 （事業の必要性）
を補助する。 ・市民に市内産業及び提携市町の産業を知っていただ
 く機会として必要である。
 
 
「ＳＤＧｓの取

令

り組み：２，９，１２

和

，１７」
６月に産業フ

 

ェスタみよし実行委員

3

会総会を書面開催。７

年

月に役員会を開催し、

度

新
R2年度に実施した

（

具体的な 型コロナウイ

2

ルス感染症対策をして

年

、開催するかどうかを

度

話し合いをした。８月

実

に
事業の方法、手順、

施

指標に対す 開催中止の

分

書面決議。１１月の産

）

業フェスタみよしを中

事

止した。北海道士別市

務

産業
る成果等 フェアも

事

中止となった。

事務事

業

業を取り巻く状況は過

目

去と比べ変化している

的

か (1)活動指標（事

評

務事業の活動量を表す

価

指標）

内容自体は大き

表

く変わっていないが、

様

ステージイベントや 名

式

称 単位
商工会の職業体

1

験コーナー等、時代に

-

合わせて変化させて ①

1

産業フェスタみよしの

記

開催数 回
変 化

いる。

入

②
内 容

対象(この事

日

業の対象、範囲となる

令

人、物) (2)対象指

和

標（対象の大きさを表

0

す指標）

市民 名称 単位

3

参加団体 ① 人口 人
② 参

年

加団体数 団体

目的(こ

1

の事業によって上記対

2

象をどのような状態に

月

したいのか) (3)成

0

果指標（目的の達成度

8

を示す指標）

多くの市

日

民に来場してもらい、

１

地場産物のＰＲを通し

事

て地産地消 名称 単位
を

務

推進する。その為によ

事

り多くの団体の参加を

業

促す。 ① 来場者数／人

の

口 ％
② 愛知県産品出店

現

数 団体

結果(上位基本

状

事業の意図) (4)結

　

果の成果指標（上位基

Ｐ

本事業の成果指標）

安

Ｌ

全な地元農産物の地域

Ａ

内消費を増やす。 名称

Ｎ

単位
① 愛知県産品目数

及

／全品目数 ％
②

事務事

び

業の各種指標の実績と

Ｄ

見込及び目標

H31年

Ｏ

度 R2年度 R2年度 R

事

3年度 R4年度 R5年

務

度 R6年度
指標 ＼ 

事

年度 単位
実績値 計画値

業

実績値 計画値 目標値 目

名

標値 目標値
(1)の ①

N

回 1 1 0 1 1 1 1
活動

o

指標 ②
(2)の ① 人 6

.

1,040 61,57

2

0 61,236 62,

3

100 62,360 6

2

2,620 62,88

産

0
対象指標 ② 団体 11

業

3 120 0 115 11

フ

5 115 115
(3)

ェ

の ① ％ 63.8 65 0

ス

64 64 64 64
成果

タ

指標 ② 団体 42 48 0

み

46 46 46 46
(4

よ

)の結果の ① ％ 37.

し

1 40 0 40 40 40

実

40
成果指標 ②

予算費

行

目 会計 01 一般会計

委

款 06 項 01 目 01

コ

員

スト 年度 H31年度 R

会

2年度 R2年度 R3年

補

度 R4年度 R5年度 R

助

6年度
実績値 計画値 実

事

績値 計画値 目標値 目標

業

値 目標値
事業費(決算

政

又は予算額)Ａ 単位 7

策

,999 11,000

こ

0 9,000 9,00

の

0 9,000 9,00

事

0

財
源
内
訳

 国庫支出

務

金 千円 0 0 0 0 0 0 0

事

 県支出金 千円 0 0 0

業

0 0 0 0
 地方債 千円

施

0 0 0 0 0 0 0
 その

策

他 千円 0 0 0 0 0 0 0

の

 一般財源 千円 7,9

位

99 11,000 0 9

置

,000 9,000 9

基

,000 9,000
人

本

件費Ｂ 千円 3,851

事

.2 3,851.2 1

業

99.2 4,511.

主

9 4,511.9 4,

管

511.9 4,511

課

.9
正職員従事時間×

名

人数 時間×人 290×

課

4 290× 4 60× 1

長

453× 3 453× 3

名

453× 3 453× 3

こ

正職員以外の人件費 千

の

円 0 0 0 0 0 0 0
その

事

他の費用Ｃ 千円 213

務

213 0 213 213

事

213 213
トータル

業

コストA+B+C 千円

の

12,063.2 15

開

,064.2 199.

始

2 13,724.9 1

時

3,724.9 13,

期

724.9 13,72

事

4.9
単位あたりコス

務

ト ① 千円/人 0.2 0

区

.2 0 0.2 0.2 0

分

.2 0.2
（ﾄｰﾀﾙ

法

ｺｽﾄ/(2)の対象

定

指標）② 千円/団体 1

受

06.8 125.5 0

託

119.3 119.3

事

119.3 119.3

務

1

自治事務
この事務事業の根拠法令

事業の概要 現在の状況とこの事務事業を行う根拠または理由

R2年度に実施した具体的な
事業の方法、手順、指標に対す
る成果等

事務事業を取り巻く状況は過去と比べ変化しているか (1)活動指標（事務事業の活動量を表す指標）

名称 単位
①

変 化
②

内 容

対象(この事業の対象、範囲となる人、物) (2)対象指標（対象の大きさを表す指標）

名称 単位
①
②

目的(この事業によって上記対象をどのような状態にしたいのか) (3)成果指標（目的の達成度を示す指標）

名称 単位
①
②

結果(上位基本事業の意図) (4)結果の成果指標（上位基本事業の成果指標）

名称 単位
①
②

事務事業の各種指標の実績と見込及び目標

H31年度 R2年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
指標 ＼ 年度 単位

実績値 計画値 実績値 計画値 目標値 目標値 目標値
(1)の ①

活動指標 ②
(2)の ①

対象指標 ②
(3)の ①

成果指標 ②
(4)の結果の ①
成果指標 ②

予算費目 会計 款 項 目

コスト 年度 H31年度 R2年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
実績値 計画値 実績値 計画値 目標値 目標値 目標値

事業費(決算又は予算額)Ａ 単位

財
源
内
訳

 国庫支出金 千円
 県支出金 千円
 地方債 千円
 その他 千円
 一般財源 千円

人件費Ｂ 千円
正職員従事時間×人数 時間×人 × × × × × × ×
正職員以外の人件費 千円

その他の費用Ｃ 千円
トータルコストA+B+C 千円
単位あたりコスト ①

（ﾄｰﾀﾙｺｽﾄ/(2)の対象指標）②

1



事

見直す（拡
その理由

大

業

・縮小）必要はありま

名

せ
□ ない

んか？

目的は

N

、市内産業の周知・Ｐ

o

Ｒ及び産業の発展で変

.

わりない。
事業進展等

2

による環境変化 □ ある

3

に伴い、目的を見直す

2

（目
その理由

的の追加

産

・拡充又は絞込）

必要

業

はありませんか？ ■ な

フ

い

有
効
性

より地場産品

ェ

を扱う出店者を増やす

ス

。
今以上に事業の成果

タ

を向上

させる方法を記

み

入して下さ

い。 内　容

よ

※(3)の成果指標を

し

向上させる

　ことはで

実

きますか？

開催中止と

行

なった。
目的達成状況

委

内　容

□民間への一部

員

委託 □民間への全部委

会

託
市関与の必要性 □指

補

定管理 ■補助金・負担

助

金助成 □市の直営
内　

事

容
　（実施手法） 産業

業

フェスタみよし実行委

２

員会補助金

効
率
性

ふれ

評

あいフェスタとの統合

価

が考えられる。
事務事

　

業の統廃合により、

事

Ｃ

業の効率化を図り、成

Ｈ

果
内　容

を向上させる

Ｅ

方法を記入し

て下さい

Ｃ

。

会場設営の業務委託

Ｋ

範囲を拡げれば、委託

目

費は上昇するものの、

的

職員の人件費
現状より

妥

事業費・人件費を
削減

当

に通じる。
削減する方

性

法を記入して下

さい。

こ

（仕様の変更、外部 内

の

　容
委託、従事時間の

事

削減等は

できないか？

業

)

公
平
性

入場料等を徴

の

収できるような事業で

必

はない。
□ ある ■ 現状

要

で適正
受益者負担はあ

性

りますか？

また、受益

は

者負担割合は適 ■ ない

薄

□ 検討が必要 内　容
正

れ

ですか？
□ 受益者がい

て

ない

３
改
革
改
善
案
　
Ａ

得

Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

・来場者の

ら

安全対策と会場近隣の

れ

路 ・来場者への安全対

て

策の強化。
事業実施上

い

の課題、住 上駐車対策

る

。 ・ふれあい広場の整

い

備及び維持管理
民・議

ま

会等からの意見 意　見

せ

・イベント会場の整備

ん

。 対応策 。
と対応策

産

か

業フェスタみよしにて

。

地場産品の 新型コロナ

十

ウイルス感染症対策を

分

し
R3年度の事業計画

な

は前 変　更
販売、士別

成

市産業フェアへの参加

果

。 て、開催する予定
年

が

度から変更・追加は 前

理

年度 ・
あるか 追　加

今

　

後の事業・コスト・成

由

果の方向性 今後の事業

得

の方向性、改革・改善

ら

案
※今年度からの具体

れ

的な事業の進め方、手

て

段の見直し等、各方向

い

性の内容

　　　　　　

ま

　　　□　拡大 ・来場

す

者数を増加させる方策

か

の検討。
　　　　　　

？

　　　□　改善 ・イベ

得

ント会場（ふれあい広

ら

場）の雨天時対応及び

れ

維
　　　　　　　　　

て

■　現状維持 持管理。

い

　　　　　　　　　□

な

　縮小 ・新型コロナウ

い

イルス感染症対策
　　

事

　　　　　　　□　統

業

合
　　　　　　　　　

進

□　完了
　　　　　　

展

　　　□　廃止・休止

等

コストの方向性
　　　

に

　　　　　　→　維持

よ

成果の方向性
　　　　

る

　　　　　→　維持

2

環境変化
ある

に伴い、対象を見直す（拡
その理由

大・縮小）必要はありませ
ない

んか？

事業進展等による環境変化 ある
に伴い、目的を見直す（目

その理由
的の追加・拡充又は絞込）

必要はありませんか？ ない

有
効
性

今以上に事業の成果を向上

させる方法を記入して下さ

い。 内　容
※(3)の成果指標を向上させる

　ことはできますか？

目的達成状況 内　容

市関与の必要性
内　容

　（実施手法）

効
率
性

事務事業の統廃合により、

事業の効率化を図り、成果
内　容

を向上させる方法を記入し

て下さい。

現状より事業費・人件費を

削減する方法を記入して下

さい。（仕様の変更、外部 内　容
委託、従事時間の削減等は

できないか？)

公
平
性

ある 現状で適正
受益者負担はありますか？

また、受益者負担割合は適 ない 検討が必要 内　容
正ですか？

受益者がいない

３
改
革
改
善
案
　
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

事業実施上の課題、住
民・議会等からの意見 意　見 対応策
と対応策

R3年度の事業計画は前 変　更
年度から変更・追加は 前年度 ・
あるか 追　加

今後の事業・コスト・成果の方向性 今後の事業の方向性、改革・改善案
※今年度からの具体的な事業の進め方、手段の見直し等、各方向性の内容

コストの方向性

成果の方向性

2

様式1-2

事務事業名 No. 232 産業フェスタみよし実行委員会補助事業

２
評
価
　
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

目
的
妥
当
性

市内産業の周知する機会として、農工商業者が一堂に会する
この事業の必要性は薄れて ■ 得られている

産業フェスタの意義は大きい。
いませんか。十分な成果が 理　由
得られていますか？ □ 得られていない

職業体験コー

様

ナーのように子供向け

式

、ファミリー層の集客

1

に繋がるイ
事業進展等

-

による環境変化
■ ある

2

ベント等を時代に合わ

事

せて催すことが必要で

務

ある。
に伴い、対象を



令和 3年度（2年度実施分）事務事業目的評価表
様式1-1 記入日 令和03年12月08日

１
事
務
事
業
の
現
状
　
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
及
び
Ｄ
Ｏ

事務事業名 No. 233 食育推進事業
政策 魅力と活力があふれるまち

この事務事業
施策 地域の農業を守り、次代につなげよう

の位置
基本事業 地産地消

主管課名 産業課 課長名 廣瀬　敏文
この事務事業の開始時期 平成19年 事務区分 □法定受託事務 ■自治事務
この事務事業の根拠法令 食育基本法

事業の概要 現在の状況とこの事務事業を行う根拠または理由

食育推進計画に基づき市民一人ひとりが食の大切さを 食育とは、生きる上での基本であって、「知育」、「
見直し、健康で心豊かな生活が送れるよう事業を推進 体育」、「徳育」の基礎となるべきものとされている
する。 が、昨今の子どもの多くに偏食、朝食の欠食などが顕
また、平成30年度に策定した第３次食育推進計画に基 著に見られるようになり、「食育」の重要性が叫ばれ
づき、各種事業の中間評価と進行管理を行った。 るようになり、本市においても、食育推進会議を設置
「SDGsの取り組み：2、4、12」 し、国や県の計画を基本とした食育推進計画を平成20

年度に策定し、

令

５年毎に見直しを行っ

和

ている。
 

食育推進計

 

画に基づき食育関係事

3

業の進捗状況の進行管

年

理
R2年度に実施した

度

具体的な 食育推進会議

（

の開催
事業の方法、手

2

順、指標に対す 食育講

年

演会の開催
る成果等

事

度

務事業を取り巻く状況

実

は過去と比べ変化して

施

いるか (1)活動指標

分

（事務事業の活動量を

）

表す指標）

現在事業途

事

中のため現状のまま継

務

続して実施 名称 単位
①

事

食育推進会議 回
変 化

業

② 新規食育推進事業 事

目

業
内 容

対象(この事

的

業の対象、範囲となる

評

人、物) (2)対象指

価

標（対象の大きさを表

表

す指標）

市民 名称 単位

様

① 人口 人
②

目的(この

式

事業によって上記対象

1

をどのような状態にし

-

たいのか) (3)成果

1

指標（目的の達成度を

記

示す指標）

保育園、学

入

校給食における地場産

日

物の積極的な利用 名称

令

単位
① 学校給食等での

和

地場産物利用割合 ％
②

0

結果(上位基本事業の

3

意図) (4)結果の成

年

果指標（上位基本事業

1

の成果指標）

食を通し

2

て、健康な体、豊かな

月

心、環境に優しい暮ら

0

しを築くた 名称 単位
め

8

家庭、学校、地域など

日

で食育を推進する。 ①

１

食育の普及に関する事

事

業活動数 事業
②

事務事

務

業の各種指標の実績と

事

見込及び目標

H31年

業

度 R2年度 R2年度 R

の

3年度 R4年度 R5年

現

度 R6年度
指標 ＼ 

状

年度 単位
実績値 計画値

　

実績値 計画値 目標値 目

Ｐ

標値 目標値
(1)の ①

Ｌ

回 1 1 1 1 1 5 1
活動

Ａ

指標 ② 事業 0 1 0 1 1

Ｎ

1 1
(2)の ① 人 61

及

,040 61,570

び

61,236 62,1

Ｄ

00 62,360 62

Ｏ

,620 62,880

事

対象指標 ②
(3)の ①

務

％ 33 35 35 37 3

事

9 40 41
成果指標 ②

業

(4)の結果の ① 事業

名

110 111 98 11

N

2 114 116 118

o

成果指標 ②
予算費目 会

.

計 01 一般会計 款 0

2

6 項 01 目 01

コスト

3

年度 H31年度 R2年

3

度 R2年度 R3年度 R

食

4年度 R5年度 R6年

育

度
実績値 計画値 実績値

推

計画値 目標値 目標値 目

進

標値
事業費(決算又は

事

予算額)Ａ 単位 1,0

業

71 829 332 83

政

1 826 3,455 8

策

26

財
源
内
訳

 国庫支

こ

出金 千円 0 0 0 0 0 0

の

0
 県支出金 千円 0 0

事

0 0 0 0 0
 地方債 千

務

円 0 0 0 0 0 0 0
 そ

事

の他 千円 0 0 0 0 0 0

業

0
 一般財源 千円 1,

施

071 829 332 8

策

31 826 3,455

の

826
人件費Ｂ 千円 1

位

,992 1,992 1

置

,992 1,992 1

基

,992 3,984 1

本

,992
正職員従事時

事

間×人数 時間×人 20

業

0× 3 200× 3 20

主

0× 3 200× 3 20

管

0× 3 400× 3 20

課

0× 3
正職員以外の人

名

件費 千円 0 0 0 0 0 0

課

0
その他の費用Ｃ 千円

長

0 0 0 0 0 0 0
トータ

名

ルコストA+B+C 千

こ

円 3,063 2,82

の

1 2,324 2,82

事

3 2,818 7,43

務

9 2,818
単位あた

事

りコスト ① 千円/人 0

業

.1 0 0 0 0 0.1 0

の

（ﾄｰﾀﾙｺｽﾄ/(

開

2)の対象指標）② 千

始

円/ 0 0 0 0 0 0 0

1

時期 事務区分 法定受託事務 自治事務
この事務事業の根拠法令

事業の概要 現在の状況とこの事務事業を行う根拠または理由

R2年度に実施した具体的な
事業の方法、手順、指標に対す
る成果等

事務事業を取り巻く状況は過去と比べ変化しているか (1)活動指標（事務事業の活動量を表す指標）

名称 単位
①

変 化
②

内 容

対象(この事業の対象、範囲となる人、物) (2)対象指標（対象の大きさを表す指標）

名称 単位
①
②

目的(この事業によって上記対象をどのような状態にしたいのか) (3)成果指標（目的の達成度を示す指標）

名称 単位
①
②

結果(上位基本事業の意図) (4)結果の成果指標（上位基本事業の成果指標）

名称 単位
①
②

事務事業の各種指標の実績と見込及び目標

H31年度 R2年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
指標 ＼ 年度 単位

実績値 計画値 実績値 計画値 目標値 目標値 目標値
(1)の ①

活動指標 ②
(2)の ①

対象指標 ②
(3)の ①

成果指標 ②
(4)の結果の ①
成果指標 ②

予算費目 会計 款 項 目

コスト 年度 H31年度 R2年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
実績値 計画値 実績値 計画値 目標値 目標値 目標値

事業費(決算又は予算額)Ａ 単位

財
源
内
訳

 国庫支出金 千円
 県支出金 千円
 地方債 千円
 その他 千円
 一般財源 千円

人件費Ｂ 千円
正職員従事時間×人数 時間×人 × × × × × × ×
正職員以外の人件費 千円

その他の費用Ｃ 千円
トータルコストA+B+C 千円
単位あたりコスト ①

（ﾄｰﾀﾙｺｽﾄ/(2)の対象指標）②

1



事

よる環境変化 □ ある
に

業

伴い、目的を見直す（

名

目
その理由

的の追加・

N

拡充又は絞込）

必要は

o

ありませんか？ ■ ない

.

有
効
性

食育に関する取

2

組を高めるために、食

3

に関わる関係者が、互

3

いが連携、協力し
今以

食

上に事業の成果を向上

育

て事業展開を進めるこ

推

とが必要。
させる方法

進

を記入して下さ

い。 内

事

　容
※(3)の成果指

業

標を向上させる

　こと

２

はできますか？

食の大

評

切さに対する認識を深

価

め、日常生活の中で実

　

践できる人が増えるこ

Ｃ

と。
目的達成状況 内　

Ｈ

容

□民間への一部委託

Ｅ

□民間への全部委託
市

Ｃ

関与の必要性 □指定管

Ｋ

理 □補助金・負担金助

目

成 ■市の直営
内　容

　

的

（実施手法） 各関係団

妥

体と協働で食育を推進

当

する。

効
率
性

統廃合は

性

出来ない。
事務事業の

こ

統廃合により、

事業の

の

効率化を図り、成果
内

事

　容
を向上させる方法

業

を記入し

て下さい。

現

の

状より、事業費・人件

必

費の削減は出来ない。

要

現状より事業費・人件

性

費を

削減する方法を記

は

入して下

さい。（仕様

薄

の変更、外部 内　容
委

れ

託、従事時間の削減等

て

は

できないか？)

公
平

得

性

直接的な受益者はな

ら

し
□ ある □ 現状で適正

れ

受益者負担はあります

て

か？

また、受益者負担

い

割合は適 □ ない □ 検討

る

が必要 内　容
正ですか

い

？
■ 受益者がいない

３

ま

改
革
改
善
案
　
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ

せ

Ｏ
Ｎ

食の大切さに対す

ん

る認識はあるが、 食の

か

大切さを再認識し、市

。

民が一人
事業実施上の

十

課題、住 日常生活の中

分

で実践できている人が

な

ひとりが食育を実践で

成

きるよう周知
民・議会

果

等からの意見 意　見 増

が

えていない。 対応策 を

理

行っていく。
と対応策

　

食育推進会議を開催し

由

、食育推進計 変更・追

得

加なし
R3年度の事業

ら

計画は前 変　更
画に基

れ

づく食育関係事業の進

て

捗状況
年度から変更・

い

追加は 前年度 ・
の進行

ま

管理を行った。
あるか

す

追　加
食育講演会の実

か

施。

今後の事業・コス

？

ト・成果の方向性 今後

得

の事業の方向性、改革

ら

・改善案
※今年度から

れ

の具体的な事業の進め

て

方、手段の見直し等、

い

各方向性の内容

　　　

な

　　　　　　□　拡大

い

食を通じて健康な体と

事

豊かな心を育むため、

業

食の大切
　　　　　　

進

　　　□　改善 さを再

展

認識し、市民一人ひと

等

りが食育を実践できる

に

施
　　　　　　　　　

よ

■　現状維持 策を講じ

る

る。
　　　　　　　　

環

　□　縮小
　　　　　

境

　　　　□　統合
　　

変

　　　　　　　□　完

化

了
　　　　　　　　　

あ

□　廃止・休止
コスト

る

の方向性
　　　　　　

に

　　　→　維持
成果の

伴

方向性
　　　　　　　

い

　　→　維持

2

、対象を見直す（拡
その理由

大・縮小）必要はありませ
ない

んか？

事業進展等による環境変化 ある
に伴い、目的を見直す（目

その理由
的の追加・拡充又は絞込）

必要はありませんか？ ない

有
効
性

今以上に事業の成果を向上

させる方法を記入して下さ

い。 内　容
※(3)の成果指標を向上させる

　ことはできますか？

目的達成状況 内　容

市関与の必要性
内　容

　（実施手法）

効
率
性

事務事業の統廃合により、

事業の効率化を図り、成果
内　容

を向上させる方法を記入し

て下さい。

現状より事業費・人件費を

削減する方法を記入して下

さい。（仕様の変更、外部 内　容
委託、従事時間の削減等は

できないか？)

公
平
性

ある 現状で適正
受益者負担はありますか？

また、受益者負担割合は適 ない 検討が必要 内　容
正ですか？

受益者がいない

３
改
革
改
善
案
　
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

事業実施上の課題、住
民・議会等からの意見 意　見 対応策
と対応策

R3年度の事業計画は前 変　更
年度から変更・追加は 前年度 ・
あるか 追　加

今後の事業・コスト・成果の方向性 今後の事業の方向性、改革・改善案
※今年度からの具体的な事業の進め方、手段の見直し等、各方向性の内容

コストの方向性

成果の方向性

2

様式1-2

事務事業名 No. 233 食育推進事業

２
評
価
　
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

目
的
妥
当
性

食育を通じて、食品の安全性や食品ロス削減等の基礎知識及
この事業の必要性は薄れて ■ 得られている

び栄養バランスに配慮した食生活を実践する割合が増えて来
いませんか。十分な成果が 理　由

ている。
得られていますか？ □ 得られていない

対象を見直すことは出来ない

様

。
事業進展等による環

式

境変化
□ ある

に伴い、

1

対象を見直す（拡
その

-

理由
大・縮小）必要は

2

ありませ
■ ない

んか？

事

目的を見直すことは出

務

来ない。
事業進展等に



令和 3年度（2年度実施分）事務事業目的評価表
様式1-1 記入日 令和03年12月08日

１
事
務
事
業
の
現
状
　
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
及
び
Ｄ
Ｏ

事務事業名 No. 247 さんさんの郷イベント実行委員会補助事業
政策 魅力と活力があふれるまち

この事務事業
施策 地域の農業を守り、次代につなげよう

の位置
基本事業 地産地消

主管課名 産業課 課長名 光岡　公利
この事務事業の開始時期 平成１４年度 事務区分 □法定受託事務 ■自治事務
この事務事業の根拠法令 さんさんの郷イベント実行委員会規約

事業の概要 現在の状況とこの事務事業を行う根拠または理由

・緑と花のセンターを活用した市民間の活発な交流事 （現在の状況）
業を通して、地産地消事業の推進を図ることを目的と ・令和元年度来場者数　約１，８００人
したイベントを実施する。 ・令和元年度参加団体　３４団体
その実施主体である実行委員会に対し、開催経費を補 ・令和２年度ふれあいフェスタ中止
助する。 （事業の必要性）

地場産物をＰＲし消費拡大を図るため、また、地域の
市民同士の交流の場を提供するため必要である。

５月にさんさんの郷イベント実行委員会総会を書面開催し、実施計画

令

を承認してい
R2年度

和

に実施した具体的な た

 

だいた。６月に実行委

3

員会でふれあいフェス

年

タ開催について協議し

度

、中止となっ
事業の方

（

法、手順、指標に対す

2

た。
る成果等 ９月、２

年

月に野菜づくり講習会

度

を開催した。打越、明

実

知両保育園の園児たち

施

とサツ
マイモの収穫体

分

験を行った。

事務事業

）

を取り巻く状況は過去

事

と比べ変化しているか

務

(1)活動指標（事務

事

事業の活動量を表す指

業

標）

元々ふれあいフェ

目

スタは緑と花のセンタ

的

ー利用者と近隣の 名称

評

単位
打越、明知の住民

価

の交流の場として始め

表

たふれあいフェス ① ふ

様

れあいフェスタ開催数

式

回
変 化

タだが、近年

1

では子供向けのお祭り

-

イベントとして定着し

1

② 野菜づくり講習会開

記

催数 回
内 容

ている。

入

対象(この事業の対象

日

、範囲となる人、物)

令

(2)対象指標（対象

和

の大きさを表す指標）

0

市民 名称 単位
参加団体

3

① 人口 人
② 参加団体数

年

団体

目的(この事業に

1

よって上記対象をどの

2

ような状態にしたいの

月

か) (3)成果指標（

0

目的の達成度を示す指

8

標）

より多くの市民に

日

緑と花のセンターを知

１

ってもらうとともに、

事

地 名称 単位
域間交流を

務

図る。地場産品の提供

事

を通して地産地消を推

業

進する。 ① 来場者数 人

の

② 愛知県産品出店数 団

現

体

結果(上位基本事業

状

の意図) (4)結果の

　

成果指標（上位基本事

Ｐ

業の成果指標）

緑と花

Ｌ

のセンターへの理解を

Ａ

深める。地場産品の消

Ｎ

費拡大を図る 名称 単位

及

。 ① 愛知県産品目数／

び

全品目数 ％
②

事務事業

Ｄ

の各種指標の実績と見

Ｏ

込及び目標

H31年度

事

R2年度 R2年度 R3

務

年度 R4年度 R5年度

事

R6年度
指標 ＼ 年

業

度 単位
実績値 計画値 実

名

績値 計画値 目標値 目標

N

値 目標値
(1)の ① 回

o

1 1 0
活動指標 ② 回 3

.

3 2
(2)の ① 人 61

2

,040 61,570

4

61,236
対象指標

7

② 団体 34 34 0
(3

さ

)の ① 人 1,800 1

ん

,800 20
成果指標

さ

② 団体 16 17 0
(4

ん

)の結果の ① ％ 47 5

の

0 0
成果指標 ②

予算費

郷

目 会計 01 一般会計

イ

款 06 項 01 目 08

コ

ベ

スト 年度 H31年度 R

ン

2年度 R2年度 R3年

ト

度 R4年度 R5年度 R

実

6年度
実績値 計画値 実

行

績値 計画値 目標値 目標

委

値 目標値
事業費(決算

員

又は予算額)Ａ 単位 1

会

,253 1,400 2

補

8 0 0 0 0

財
源
内
訳

 

助

国庫支出金 千円 0 0 0

事

0 0 0 0
 県支出金 千

業

円 0 0 0 0 0 0 0
 地

政

方債 千円 0 0 0 0 0 0

策

0
 その他 千円 0 0 0

こ

0 0 0 0
 一般財源 千

の

円 1,253 1,40

事

0 28 0 0 0 0
人件費

務

Ｂ 千円 3,834.6

事

3,834.6 66.

業

4 0 0 0 0
正職員従事

施

時間×人数 時間×人 3

策

85× 3 385× 3 1

の

0× 2 0× 0 0× 0 0

位

× 0 0× 0
正職員以外

置

の人件費 千円 0 0 0 0

基

0 0 0
その他の費用Ｃ

本

千円 141 141 0 0

事

0 0 0
トータルコスト

業

A+B+C 千円 5,2

主

28.6 5,375.

管

6 94.4 0 0 0 0
単

課

位あたりコスト ① 千円

名

/人 0.1 0.1 0 0

課

0 0 0
（ﾄｰﾀﾙｺｽ

長

ﾄ/(2)の対象指標

名

）② 千円/団体 153

こ

.8 158.1 0 0 0

の

0 0

1

事務事業の開始時期 事務区分 法定受託事務 自治事務
この事務事業の根拠法令

事業の概要 現在の状況とこの事務事業を行う根拠または理由

R2年度に実施した具体的な
事業の方法、手順、指標に対す
る成果等

事務事業を取り巻く状況は過去と比べ変化しているか (1)活動指標（事務事業の活動量を表す指標）

名称 単位
①

変 化
②

内 容

対象(この事業の対象、範囲となる人、物) (2)対象指標（対象の大きさを表す指標）

名称 単位
①
②

目的(この事業によって上記対象をどのような状態にしたいのか) (3)成果指標（目的の達成度を示す指標）

名称 単位
①
②

結果(上位基本事業の意図) (4)結果の成果指標（上位基本事業の成果指標）

名称 単位
①
②

事務事業の各種指標の実績と見込及び目標

H31年度 R2年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
指標 ＼ 年度 単位

実績値 計画値 実績値 計画値 目標値 目標値 目標値
(1)の ①

活動指標 ②
(2)の ①

対象指標 ②
(3)の ①

成果指標 ②
(4)の結果の ①
成果指標 ②

予算費目 会計 款 項 目

コスト 年度 H31年度 R2年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
実績値 計画値 実績値 計画値 目標値 目標値 目標値

事業費(決算又は予算額)Ａ 単位

財
源
内
訳

 国庫支出金 千円
 県支出金 千円
 地方債 千円
 その他 千円
 一般財源 千円

人件費Ｂ 千円
正職員従事時間×人数 時間×人 × × × × × × ×
正職員以外の人件費 千円

その他の費用Ｃ 千円
トータルコストA+B+C 千円
単位あたりコスト ①

（ﾄｰﾀﾙｺｽﾄ/(2)の対象指標）②

1
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ありませ
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的の追加・拡充又は絞込）

必要はありませんか？ ない

有
効
性

今以上に事業の成果を向上

させる方法を記入して下さ

い。 内　容
※(3)の成果指標を向上させる

　ことはできますか？

目的達成状況 内　容

市関与の必要性
内　容

　（実施手法）

効
率
性

事務事業の統廃合により、

事業の効率化を図り、成果
内　容

を向上させる方法を記入し

て下さい。

現状より事業費・人件費を

削減する方法を記入して下

さい。（仕様の変更、外部 内　容
委託、従事時間の削減等は

できないか？)

公
平
性

ある 現状で適正
受益者負担はありますか？

また、受益者負担割合は適 ない 検討が必要 内　容
正ですか？

受益者がいない

３
改
革
改
善
案
　
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

事業実施上の課題、住
民・議会等からの意見 意　見 対応策
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R3年度の事業計画は前 変　更
年度から変更・追加は 前年度 ・
あるか 追　加

今後の事業・コスト・成果の方向性 今後の事業の方向性、改革・改善案
※今年度からの具体的な事業の進め方、手段の見直し等、各方向性の内容

コストの方向性

成果の方向性

2

様式1-2

事務事業名 No. 247 さんさんの郷イベント実行委員会補助事業

２
評
価
　
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

目
的
妥
当
性

野菜づくり教室は緑と花のセンターの周知という点では効果
この事業の必要性は薄れて □ 得られている

はあるが、ふれあいフェスタは打越・明知地域住民との交流
いませんか。十分な成果が 理　由

という点では効果

様

は薄れている。
得られ

式

ていますか？ ■ 得られ

1

ていない

ふれあいフェ

-

スタの打越・明知地域

2

住民との交流という限

事

定を外し、
事業進展等

務

による環境変化
■ ある


